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申請する審査

物件の種類 （１：刀剣 ２：刀装 ３：刀装具）

申請日

発行機関

申請者

会員番号

氏名

申請代理人

会員番号

氏名

協会使用欄

号第

教育委員会

番号

発行日付

フリガナ

フリガナ

登録証

年 月 日

連絡先電話番号

書類送付先 （１：申請者 ２：申請代理人）

過去に発行されている証書の情報

第 号

種別

発行日付 証書番号

郵便番号

都道府県

郡市区町村

郵便番号

都道府県

郡市区町村

町名字名以下を

記入して下さい

町名字名以下を

記入して下さい

（１：申請者 ２：申請代理人）

年 月 日

年 月 日

（申請者と同一の場合、記入は不要です。）

－ －

－

－

〈 特別重要刀剣等審査申請書 〉

（特別重要）

（重要）

第 回

合格した場合、過去に発行された証書を返却することを承諾いたします。

１：昭和

２：平成

3：令和

申請者及び申請代理人は、以下の事項に同意の上、下記物件について審査を申請します。
●日本美術刀剣保存協会審査規程第30条(免責事項)、第31条(申請物件の保管引渡)その他の条項を全て確認しました。

●送付による申請の場合には、申請物件送付に用いた木箱、ダンボール、ケース等の梱包箱（梱包資材を含む）の所有権を放棄し、当該梱包箱を貴協会が処分することに異

議はありません。

●審査に合格した場合には、下記の申請者氏名・住所を指定書に記載すること及び刀剣美術、協会ホームページその他の媒体等に掲載することに同意いたします。

●審査に合格した場合には、過去に発行された証書を貴協会に返却いたします。

１：昭和

２：平成

3：令和

第 回

※審査規程抜粋第31条※

申請者が審査結果通知書記載の物件返却開始日から起算して、１年を経過してなお申請物件を引き取らない場合、協会はその後の申請物件の

保管について善管注意義務を免れるものとする。

２ 前項に定める期間以後に物件を引き取った場合は、協会は、その期間に応じて保管の際に生じた必要経費を請求することができる。

３ 第１項の期間経過後、更に２年を経過した場合は、申請人はその所有権を放棄したものとみなし、審査物件の任意の処分について、一切の異議

申し立てをすることができないものとする。なお、これに依って法的問題が生じた場合は、申請者が一切の責任を負うものとする。

４ 申請者が審査料金等未払い又は旧証書未返納の場合は、申請物件を留置することができる。


